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今年度の大会全日程終了 
 １０月３日 《県南選手権大会》 １回戦 白河旭１－７学法石川 
 秋季大会優勝校の学法石川高校との試合は、１回裏に相手のヒットとバッテリーミスにより二点を

先制され、２回裏にも失策が続き、三点を取られてしまった。４回裏にリリーフ丸山が登板し、相手

を三者凡退に抑え込んだ後、５回表にも丸山がヒットを打ち良い流れを作り、一点を取ることが出来

た。しかし、５回裏に相手のヒットで二点を奪われ、その後相手を抑え込むものの、チャンスを得点

に繋げられず惜しくも負けてしまった。 

 １０月１７日 《１年生大会》  １回戦 白河旭２－９須賀川 
 須賀川高校との試合は公式戦で三度目の対決となる。先発を任されたのは、塩田。100 球を超える

投球は初めてだったが、４回表までチームの失策による得点を抑える好ピッチングを見せた。しかし、

５回表には四死球が続き、相手に多くの点を取られてしまった。途中車田が登板して相手の流れを切

り、５回裏に４番本柳のツーベースヒットで点を取ることができた。その後も粘りのプレーを見せた

が、７回表に四死球により１点を奪われてしまい、７回裏ではヒットを得点に繋げられず、７回コー

ルドで負けてしまった。 

この経験を活かして日々の練習を今以上に頑張って成長していって欲しい。 

 

《インタビュー》 ～１年生大会感想～ 

車田：自分の実力のなさを改めて実感できた。チームとして、個人としての課題も明確になった

ので、一歩一歩段階踏んで上達していきたい。 

小林：試合には負けてしまったが、１年生メインで試合ができてよかった。 

齋藤：初回のチャンスの場面で三振してしまい、それを引きずり切り替えることが出来ず、声も

あまり出すことが出来なかった。コールド負けという結果で９イニング戦うことが出来な

かったのが悔しかった。今度須賀川高校と戦うときには絶対に勝ちたい。 

本柳：上手くリードできなかった。打撃は、流れが悪い時に点をとることが出来た。この反省を

活かし、次に繋げたい。 

石澤：１年生で試合が出来たのはいい経験になったし、自分の反省点も多く出たので今後に活か

していきたい。 

田村：個人でも全体でもまだまだ未熟な面が多くみられ、大差で負けてしまったが、いい経験が

できたと思う。次に活かして頑張りたい。 

磯貝：１人１人の課題、チームの課題を見つけることができてとても良い経験になった。 

塩田：先発ピッチャーとして出場したが、途中から崩れてしまった。バッティングではヒットを

打つことが出来たので良かった。 
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